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下等背椎動物 に於ける血球 の 行動 と白血 求形成 との 關係

千 島 喜 久 男 （岐大 ， 農） （上949 年 8 月 2 日受領 ）

　緒言　各種脊椎鋤鞠に 於ける赤血球 の 行動 細胞質放出現象及び 之れ と白血 球 形成 と の 騙係に っ い て は

畿 に 數彡むヒ亘 ら報告 （千島
，48a ・d・c・d ；一 ・

，49　a ・b・c・d・e．； 丹 下及 千島
・弖9） し・矛盾封 立「こ滿 ち た

今 日の 血液學説 に は 根本的 な再 臉討を要す る もの溝あ る と の 見解 を述 べ て 來た 。 本報 に於 て は爬 虫類以 下

の 各種脊椎動紘 の 血 液培i養及び 血 液塗抹標本上に於ける 赤血球 の行動 と 各腫白血 球 ・ 血 小板等の 關係 並 び

に 血 液凝 固現象等に っ い て の 知 見を述 べ た い 。

　　　 掌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材斜 及方 法 　ア ォ ガ エ ル ・ ト ノ サ マ ガ ヱ ル ， 室

　　　　　　短
画 　一一E、　 　 　 　 　 用 ガ r ）レ ・ オ ・ マ ジ ヤ ク ・ ・ ア オ 揖 シ ・ ウ ・ ア
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圃 1　 カ 」 ＝ ル 血 液の 培養其他 に 見 る赤血 球 の 行 動及 ア

　　 ミ ーバ の
一種 に 見 る特殊な蓮 動樣式

　　　 1・2 躯 時間培養赤 血 球 の Gr 型細 胞質放出

観 紳 覯轟 贈韆 蟹 鯲i 瀚 b 繍 獣 薙 灘 起・ 轍 ， 絞。

　6・更 tこ 6時 間 を經過 し 敢 出物が 血 小 塚状 と な ？z 　型 ♪ 盃 朕化又 は牾子択化 及球形 化）細 胞質及 該の

甃鋸 、撃畿 嬲蟲駿 居r奮・櫞 鵬 ち飆 ・胞 醐 驪 ・・認 励

　10・20−3G 日培 養赤 窟 球 に 見るfrヨ9mentatien 又 　然 もそれ等 の程度 は 一暦 著萌に 見らね る。 然 し ，

癒
ul

鴇 £蕊 習 欝飜 絮螺
・・日黼 養嬾 鯲 ・ ・爾醐

・
・舳 球 赫 在す

　の 變型 amitosi ミ 118 ・ 3 日 培養 赤 血 球 の
一・例　る こ と もあ る 。 　こ れ 等 の 詳 細難 壥 の 場 合 と 殆 ん

欒鏤籬繼難 認鶚島
どi

鷙畿 黙繖巌 黷1鶴
　に 移行型 存在・21・培養赤血 球 に 見 られた壼賦　は カ エ ル の 多棲白血球 培養に 於て 私 の 所謂 絲状突

簸轟  饌 鑞 櫞 繍鑑 転
起 ・ 似 ・ 小麹 餌

cu 助 讖 を報 翫 ゼ饑

　燥に 際 し 赤 血球 榎の 移動矢 ほ乾燥の進む方向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忠 雄氏 （
’31） は ア カ ガ ヒ の 生 きた 血 球 の 著 し い

誌籌薯驚 議無 磯難 毳鍵譲糞難飜 讐 灘 編 黝 性
出 じ 鍾 動 す る ttma・ 　 　 　 　 　 あ る こ と を諭 ら n て 居 る 。

カ ハ ラ イ モ リ ， フ ナ 等を材斜 と し・そ の 血 液 をそ

の まま ・ 又 ほ 中性赤 の 超生髏染色併用で s］iゴe

cu ］tu「e し 生 きた血 琢 の 室温 　（15−30° C ＞ 申 に於

け 多行動を潼續翻寮い 且 っ
一

定時 間 観察硫之れ

を メ タ ノ ・一・
’
lv 固定 ，　 Giamsa 染色を 施し r 新鮮な血

液の 塗抹標本 等 と見 較毛僉討 し ， 又 オ タ マ ジ ヤ ク シ

の 尾部血 管中を流動す る亅血球の 駿態 と ， 羅部切 謝

に よ る 出血 直接の 血 球の行勵 と の 比ilA・ 又 血 球 の

人爲的 破壊等に よ るそ の 染色性 の 變 化 其他 に 就い

て の 實驗を も併せ行っ た 。 血 球培養 の 方法は前 報

（千 島
’49a ・b） と 同巌 であ O；1 ・33　 E 聞 mediunt

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丶

の 交 換 は貯は な か っ た 。

　觀察及論議 　：1 〕　血 液培養其他 の 場 合に 於 る

赤血 球 の行動血液培養に 於て 見 られ る これ等動物
の 赤血 球 の行郵 揃 報 （千島

・49a ．・b ．c ） せ る哺
乳 類及鳥類 の そ れと根本 的 に は 何等 の 相違は 認 め

られな い
。 即 ち・ 赤血 球 の 變形 （外縁不塾 金 米

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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　　 r 勃 赤艀 求の細 胞放出現象 　 V、 エ J．・r ヘ ビ膏 モ リ， フ ナ 等 k 於け る士音養赤 血球 の 黼 匡賀 放出現 禦 畫

　靆胚 に 於け る それ と 殆 ん ど同橡で あ ろが ・ 放 出 の 樣式 を次 の 嬉 く大馴す る こ とが 出來 る 。

　　〔A 〕 第 ユ法 （Gr 型 ）比 較的徐 々 に ・赤血 球が・ ノ∫・顆粒状紅艝 質を ， 縞胞壁 の 小孔 （光 羣
．
勤黷磯鏡で

　は不 可観的） を通 じて外部に 放出 し・こ の放出顆粒は細 胞 周縁 ｝こ 附清 し ・ B 「ownlan 　mct 沁 H を示 し 乍
’

ら相互 に 懃 合し て 大なる globule （大 な る も〔ひ は赤血 球 の
ll2− 1

、1呂 大 ） を形或， 又 時 ．こ は 帳 rこ 遖綾 し て 続

賦突 起を形成す るら合 もある。 こ の 数 の 放出は培養數時 間後の もの か ら 2 〜 2 日の も O に 盛 ん に 認 め られ

　　　　　　脚 纛 　　　　　　　　 s　　　　　　　　　るが 口培 養 21資・ 及 27 日後の も の に於 い て も

訴　
’

毒

吾
1

頃

3

縁
駄

麟
圖 皿． カ ヱ ル 及 イ モ リに於け る 翫鮮血 液 塗沫驃本 に

　　見る赤血球 の 棚胆質放汢｝現象

A … 錘 の 赤血 豫 細胞質敏出 ・ 細 胞 中 に 液胞状顯 粒 の

　　 LU現 （x2000 ）
B … 赤榎 イ．モ リ の 赤血 球 の 細胞質放出 （x2200 ）

C … カ エ ル の 血 液凝 固・赤血 球 酸藍 皮そ の緬胞質放

　　 出に よる血 小板 （紙胞質 の 明 る い もの 〉 及 リ ソ

　　 バ 樣球 形成 （x 　5［10）
D … カ エル 血液塗 抹響本， 赤血球 O 破碎及細胞質放

　　 出 に よる小 リ ソ バ 樣球の 形威 （X400 ）
E −・C 圖 の

一部揮i大 （× 600）
F … 赤 腹 イ モ リ赤血球の 鞭 胞質放 出 （×・50C） 細 胞

　　 質放 出後 の 赤血球 ほ核 と縋 目朕 の 緬皰 質を殘す
　　 の み と なる こ と も屡 々 であ る 。

　　　 往 々 見 られ る （．｛ 1 −’1， 2）。

　　　　 〔B 〕　第 2 法 （爆護帥壇出 ， Exp ．型）之れ

　　　 は 血 磯を體外 に 排 出す る瞬 間　又 獄 撲 出後 10分

　　　前 後O 仁め、て 短時間 ¢ 内に 見 られ る 。 赤 血 球 の

　　　 爆發的な紅 胞質放出現象で あ り， これ等 幼物の

　　　 」血1．液凝置の最も重 要な要因で あ る 。 赤血 蕨 の こ

　　　 の 廼細胞質放 出現象 は ・血 液塗 仁長押
’
本 に 見る 血

　　　 液1象に 極め て重要 な る關係を有 し ， こ の 種細胞

　　　 質放出 現象 は 普通の 撫 液塗 抹標木作 製 法 に よ つ

　　　 て ほ 到底完全 に甅け嚮 ら肛 な い も の で あ る⊃ そ

　　　 れ 故塗 抹標本の意護 ．一就て・赤 血球 ，自勧的 破

　　
丶
裏作 用 と も見 るべ きこ ，b種 敏出 ｛象を考 憲に 入

　　　れ て 再撞討 されなければ な ら な い 。 こ の 蘊放 出

轟　 現 象 は 更 に 次 の 2 型 に 分け られ る （副 ）。　 ・．

　　 　 　 ぐD型 　又 は Diffuse型 ）　オ
・

タ マ ジ ヤ ク シ O

　　　 尾部 を鏡下 に於て 切斷 レ 排血 の瞬間 よ り赤血

　　　球 の 行励 を注観す る時 ・最初・械 の 存在が 認 め

　　　 られ なか つ た 赤 血 球 の 中央 に 1 〜 2 分 に し て 朋

　　　 るい 核が現 はれ排血後數分 時 に 1⊂1 分詢債 に

　　　して ・ それま で明瞭で あっ た赤血 球の 外縁が卒

　　　5 不 明瞭 と な り， 1胃々 の 赤 血 球 の 限 界が 認め ら

　　　乳ず　血 球堤を彦鳳 す る ・ 澄 色 に 見え た 赤血 球

　　　が急激 に 淡色 に な る e こ の 敗黌細 胞質は Giem −

　　　 sa に 紫染す る性質を 新 た に獲得する 。 核 も亦

　　　膨潤 し ・ 時 に は核 と細 胞質 とが 一様に 紫 染 す る

　　　 に 至 る も の ま で ある 。 こ の 種 の 赤 血 球 自已 陂 募

　　　の 状態 ほ前 報 （千 島
，49a ，b．c ） に 於ける 司 様

　　　な方 法に よる赤血 球 の 人 爲的機喊的破譲 に ょっ

　　　 て 見 られるが ・ 前 述 の 如 く sllde 　glass 上 に 排

　　
丶

出し て 何 寺 之れ ら に 機誠的作 用を與ふ る こ と な

　　　 く放置 し ， 單匿 異物及筌氣へ の 接 觸のみの 場 合

　　　に 於て も認 め られる現象 で ある。 こ れは脊准動

　　　物 の 几て に於 て見ら ；｝Zi 從 來全 く 考 へ られな か

　　　 っ た駈 の
‘‘

血液凝固現象 に 際 し 赤血 鼠 關興 の

　　 事 實
”

を示す もの と 云 へ る 。 訳 に
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●
下等 脊権動物 に 於け る血 球の 行拗 3・（128 ＞

、

　　 （工型 」（C：　Leuc：cyte 放 出型 ） こ 彫しは 塗 株嫖本作 製時に は爆發 」りに 起 るが， 血球培養に 軽 し て 1よ比 狡的

徐 々 に 現はれ る。 雨者 の 環合に 於 て は 赤 血 球 の一例 よ t）普通 一個 の 類 リ ソ パ 球 駅細 胞質 を：旗出 す 6場 合と

赤血 球 が急激に 2 〜 3 個 の類 リ ソ ・ ぐ球 （夕圍 に‘浬 嚇 嘩 蜘 胞質 と 同様な細胞買 兮 灘 弛 有 レ 多數密

在す る 場 合が 多い ）に 解 體 【：f∫ag 口 entatio 功 する 。 二 組 ま血 夜塗．陸標本の 乾燥過 程 の 數 分乃至 十 分前羨

の 問に 血液冒の稍厚い 部分 に 現 は れる 。 こ の 種類 フ ン

’
パ 球 と前 逋 の瀰 散性放 出物 （D 型 冫 と の 中闘 型 も亭

在す る 。 比 の 場含稍均質 な放LJ　as胞質の 中央 に 撰質 の 凝 集 に より．血小1互醸 と なる場 合屯あ る ウ こ れ等 D 差

異は 赤 血球 の 鱈性 と rr・　edi　L1　・nl の 性質 と にょ るもの と考 へ られ る ， 又 2 値 以上 の 赤．虹球 乏〉共 両 ，こ よる放 出

軟 か ら 中性轡 ∫性白血 球又 は 單球 （又 は 大型 ｝； ソ ・ 櫞 ：ド缺 の 形映遏程が 培養麹 t 液塗 抹標本に於 て 認 め ら

れ る。 詳細 は前報 （圜 且）G

　 類 リ ソ パ 球 放 出は 培養33 日 の 赤 血球 に 於て も筒見 られ る 。 こ り 場 含 ほ 赤 血 球 が 稱 立 龝 的 紡錘 彦 と な ［） 二

の
一

端 轟 れを生 じ原形質膜 に鐓の 捻れが 見 ろれ諄 純 璽子 を捻ぢ切却 口く｝こ數 日の 經過に よ つ て 離れ る ．
腸 台 が ある 。 之れ は 一種 の 出芽法又 は 異常型 直接分裂 と も考 へ られ る 。 然

・
を こ の 場含概 よ嘗 耄・．演出額 リ

ソ パ 球 と は 無 關係 で あ る が ， 往妥核 も亦 一側が とが り・ 該 細胞 質 の 突聾中 へ 伸 び て 居 る 場 含が 見ら れ る

　（鐙． 1 〜7
，
8丿 。　　 又 2〔L30 　 E培養 の赤血球 淳數個め類 Llソ バ 球樣 塊に 出芽叉 は解 匿す る場 合もある

　（蟹．工〜91ユ［］〉。 舞出直後 に放 出した類 リ ソ バ ；識球 1・まそ の 周圓江 淡   ・好螻基性細 胞 質 を形威し ・ 所 謂 1工江小

板又 ば紡錘形血球 へ の 分「匕を示す と 見 るべ き移行型が 見 られる o 血 液塗 抹標本 に は 欖 め て 窶 却 類 リ ソ バ

球又 激血 小板 と赤 」立球 よ り放昌された も の で あ る と 認 む べ ぎ證左 が 多い （N ．r 〜5，
　E．圃．豆〜 C ）。 生 き

た オ
・
タ マ ジ ャ ク シ の 尾甚 血 管及 蛙 の 蹼血 管 酋を流動中 の 血 球に ほ 斯 如 ・ 結 合駄態 にあるfiL球 は 良 ぐ認 め ら

れ な い に 亀不 拘・慥外 に撲出せ る血 液に 之 れ を認 め る t と及び 生 きた赤血 球 の 細鞄質放出 の 現 象が 認 め ら

れ る事 か ら，二れ 1ま撲…］血 に よる變 化 し た 朕態で ある こ、と ｛ま疑ふ餘参也が ない oJDrdan ぐ38）｛よし・モ リの 實 験

的簸餓後 の 1恢優期 に於け る赤血 球 中 に
｛cnaked

　ruclei 　of　disintegrati
’
i］g　a  ypic：1erythrccytesliを見 た と

報告 して 居 るが ， 私 ら 訴譴 Exp 型 放錯を指 し て い る も の で は ない か と思 は れ る （圏、互〜C ，D ，E ）。 又

Jordan （
，36） は 烏類 血 小板が 小 リ ソ パ 球 に 由來す る と報 じて屠 るの は・ 私 の 類 ワ ソ パ 球 襟放 鐙物 ヵ洫 小

板 へ の 移行 ｝伏態 と一
致する 。 天 野 高 安 氏 （

’48』 こ よれば 　Darling （
’1α 恥 ana ） Schridde （

’
！l 鳥類 ），

H ・・ttmann ｛
，29， 靂淒疑 爬齲 ｛・ 及 購 ＞ K亅・i・zbe ・ger℃ ・・三 （

’27 各種實駿 雛 」），　 C ・s・dli〈
・30 鳥

類） 等は・何 れも顎粒を有す る原形質 の 細 片が護芽駅 に 生 じ血 小 板樣の も の を作 る こ とを確め て 居 る と云

ふ 。 之 れ は 明 か 1こ私 の 肪謂・前違 赤lli＊の D 型 及L型 放 出に よる血 小 板形成 と 同 一現 象 を指 す も り と 考 へ ら

れる 。 又同 氏 に よれば ・ 杉山民 1ま鳥類以 下 ε帆 小板は變 陸 せ る幼翡赤 IOI球 （赤血 球の 發育 中絶 型 な り）と 主張

湾 り と云 ふ 。 私 も亦 血 小板 と赤 血 球 と の 移行過 程 の 存在 を確 認す る亀の で あ るが ，杉 山 曳 の 鮹 く赤血 球 の

護 育 幸羅 型 で ある との 證 左 は 何 等調め 得な い 。 そ し て 私1ま紡錘形紐胞 は 血 小板 ヒ窒 く別 祠 な存在 鳶ちる と

云 ふ 何 等 の 證 左 を も認 めな い の で あ る っ 天野 氏 c勧 は 哺 乳類 の 栓球 が 骨 髓亘態紅胞 を 唯一の 降 灘 と す

る と の 斷案 は 許 され な い 樣 に も思ふ と述 べ られて 署 るが ・私 ぽ こ れ と同 像 な見解 を島顯及哺乳類iこ關 し て

｛よ既 報 （千島
，49a ．　b．　C） し・廻蟲類以 下 の 脊椎勃物に於 て も 亦 同樣 に考 〜 正凪小板が 赤 血球 脱 日 胞質 蚊

出 （D 型 及 L 型 ） に 基 く も の と 考 へ る 。

　〔C 〕　第 3 法　（Potocytosis　型又　PD　埀鹽冫　培養赤血球 は そ の一倶11か ら 稀薄 な荻告 くつ 紐 胞質　（活 塁雙1こ運

鋤 す る micron を含 む） を放 出レ 　該 放出物は赤血 球 の
一i則 に 帽子 状 又 ほ球状 に附着 し て 居 る e 之れは

赤 血 球 （又 は それの 梢 々 分化 せ る段階〉の 原形質膜が ゴ ム 風般 を膨 らます如 くに伸展 し ・ 細 胞質 の 一部が之

の 中に移勘 し
一

部 ほ恐 らく medi
’
am 申 の水 分を吸牧 し て 膨張 する もの と思 は れる e 大 い さ ほ 赤 血 球 と 略

等 し い 迄 iこ威大する ・ 時 に 赤 血球 の 細孔 を通 じて mi ⊂ron を 含む細胞質が 徐 々 に放 出 され る状 醤が鏡 下

に 於て觀察 される 。 こ の 遶明 な膜状 （ベ ール 状 ） 放出物ほ ア ミーバ tfigwaを示 し乍 ら周飼の 血 球 の 表面 へ

伸展 し，こ れ等 を機包し恰 も貧嚢作 用の 如 き行動 を示す場 合がある。 こ れは Lewis （
’31）が tnacrDpha −

ge 其他 に認めた
｛‘ Pinoc｝tosis．ナ，

夊．　 Zo亅lir退 er 　 l：
，48＞ が ヵ エ ル ， ウ サ ギ ， マ ウ ス 等 の 生 きた各種謡胞 に
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つ き認 め た
“ Potocytosis” な る現 象 と極 め て よ く似た 麗 象で あ る か ら ， 恐 らく同

一一一Categery に 屬す る

現象 と扈烈まれる o

　 培養 中の も の で ｛ま， D 型放 出物 は赤血 球 と分離せ ず 1 日以 上 も兩者結 合状態 に 在 り・放 出物 の 中央 に新

生 骸質の凝集 に ょ る 血 小板へ の 分化 を示 す こ と が あ り， 又 ccver −gjass に 附着 し た赤血 球 の 細 艪質放 出

及赤血 球 自體 の 變4ヒに ょり顆粒白血球 （中性赤超生 體 染色に ょ り赤 染〉 に 分 1匕す る状 罍 と認 め られ る L、 然

し ，
一一般 に は こ の放 出物 llよ Ccove 「−glass に 阡｝酋 し な い 場 合）赤血 球か ら分離 し て r紅小仮又 は類 拉白 JS三球

へ の 分化 を辿る賦態が誌 め られ る。

　 C亅ark （
i36

＞ は家 兎の 耳に 作 っ た透明窓法に ょ り macrOPhage に よる赤 r肛球 の 貧喰作用 を・ 又 　Spel −

de1 （蝿 ） は オ タ マ ジ ャ ク ン の 尾 部 リ ソ パ 管 中 に 於 て 同樣な現 象を 報 斷 し て 皆 る ゴ然 し，　 mac 「姻 hage は

嶄磁 す る オ tv　v 　v
’
ヤ ク ・liの 血 瞥 中に存在 し な い 。 そ ：1磁 氏等 の 云 ふ こ 唖 貧喰 現象 と は 揃疏 が 停止 し て 數

時間或 は そ れ域 上 の 後に ・赤 血 球 の Po 型放出に よつ て 隣接血 録 と融合す る 現 象を 指す 毛の で あ る こ と

は 更 に 別報 （千 島
，499 ）す る慂 り で あ り

“ ma ：roPhage に よる赤血 球 の 貧喰
，，
と 云 ふ 擬入的 な考 へ 方 よ り

も私
，

よ
“

赤血 球 の細 胞質放出 に よる他 の 並戯 と の 融 含現象
，，

と解す るの が よ り要當 で 勇 る と考 へ る fi 充 分融

含 レ 分化 し な い で 末だ融含過程 中に ある赤血 球 を見て ・ 赤 血球が貧喰きれて 居 る と か ，
“

封入 鱧 と し て

の 赤 血 1ま”

等 と稱せ られ て 居 る の で ある s ．
Zol］inger　C4り が Phase　microscePe を用ひ て ・ 血 餓以 外 の

各種固定翻織縞胞の 潺離縁を認 〕うた 所謂 b］ister−一］ike の 膨 田物 ほ 30 分 立の 短 時間に 現 ほ れ る こ と・ me −

dium の 疏動に よ り母細 胞 か ら分離 し て 圓形 と な る こ とを認め て い るが 身 その 後 り 蓮 命に っ い て それが 緬

胞に 分化 す る とは見て 居 らな い 。 私は最近 生きた amceba が 私の 云 ふ PD 型 細 胞 質放 出 収 聯 勤 に 似

た 現 象卸 ち ・ amoeba の 一鯛が 急激 に 1−1・5 秒間に ftmoeba 自櫨 と 略同 樣 つ 大 きさ の 稀 鐔な 原形質 を

ゴ ム 風賭 を膨 らま す糠に 膨出 し て 蓮 輸 す る特殊 な僞足澎威 を確 め て 居 る。 私ほか り に 之 れを
・Rubber −ba！−

on
　motion と呼ぶ 。 幗 ．1 〜25）既報 （

’49　a ．　b・　c ） の 如 く赤 血 球 が ア ミ ーバ 其他漂生動物 に 似 た形質を

右す る こ と か ら推斷 し て も ・ 赤血 球 の Po 型 放出 と　 amoeba 　の
“ Rubber −balion　 rnetien

”

と が 一一

肱楯通 ず る行動 と 宅 へ ざるを得 ない 。 又 細 胞質が放 出 され る現象に は こ の 場 合 の 標に 原 形質膜 の 一部が 急

に 崔動的に薄 く膨隆 して 内容がそ の 内へ 移勸す る場 含と・ 今一
っ は 赤血 球 の 表 面 の 細 孔 を慂 じ て 外部 に 放

出され る場 含 と 鵬 る 魯 1 〜 11・ 12 ・ 13）。 こ の綯孔 は光 學的顯徴鏡で 認 め られ る齢 と認 め られな い

場合 とが あ る・ 嚇 の 場 含に も電 子顳微鏡 的な細孔 の 存在す る こ と は ・
・
駆 H ・i・ m ・ts （

，4S＞ 力鶚 匪 ， 人

等 の 赤 血 球 に 繋す る肺 炎 z
’irus の 作 肩を電 子顯微鏡で 獅 究 し ， 赤 血球 の 表面 に は virus の 襲 ふ 以 前 に 多

數 ○ 緬孔ボ存在レ 又赤血 球表画 に 多 く の 損傷 う存在する こ と を報告 し て 居 るが・ こ れは 疑 ひ もな く缸 液

塗鯨藍本を作 る際に起っ た赤血球の 細 胞質放出及赤血 球の 破酸を示 す も の と考 へ られ る。 以 上三 種の 放出

椽式 は 一
見 著し く相違す る ・ そ し て 放 出物 R と 鰍 異 つ 耀 る ・ 然 し こ れ割 ま鰯 碼 赦 球欄 胞 質を

．

放 購 る と 云 纈 本軌 點 で は 一致 し ・ 購 唄 な る放 出物を灘 す る融 は ・放 出現象 の 綏急 嚇 血 球

の 内部的際件・ 細胞 の 環麑諸峰件等 に支配 さトL る もの と 到 翻され る 。 上述せ る赤血 球 の 各 種行 動 ほ カ エル

＾ビ ’ イ モ リ f フ ナ 等 に於 て 略 同 蟻 で ある。

〔且〕 體外に 排 出せ る 赤 血 球 の 變化 （血 液凝固其他 ）・ 體 外に 排 戡 翫 た 赤 血 球 は 饒 勘 綯 胞質 放 出現象
其他 の 行動 の 外 に 更 に 実 の 如 き變化 を 示 す。

　｛A 〕 赤血 球 の 形態變化　鏡下に於て オ タ マ ジ ヤ ク シ 尾 部を切斷 し ・ 該 齢 の 出血 中の 血 球 を觀察す る と

き ls−．2° 秒 に し て 囎 斷蝦 こ 血 液 凝固に よる止 血覩 られ る ・ こ 鳴 創 口 齲 泊 血 球 （小 リ ソ ・ 鵜
海 數谿 す 鞭 向が認 られ るが ・ 然 し こ 濾 小 リ ソ ・ ・球 が 鰍 的，選擇的に 創 ・ に 駘 す る の で は な

く’ 赤血球 に比 し て粘灘 の 大 なる こ 唖 白血 球 力：M 管 壁 に そ ひ 緩旅 流、孑Lて 居 る に も不 拘 ， 赦 謝 韆
か に 無 去 る た め に 血 鬮 麟 近 に多躑 融 琳 橢 纏 す る の で ち る講 血 液嬾 が 劇 版 皺 驪 こ

よっ て惹趣 泌 伝 縱 來の reWhほ ・ の 醗 ‘縫 屡 糠 い 。 即ち赤血 球饌 物及室 氣 へ の觸接 と 工噤

解 在に よ嬾 胞蠍 掛に 基 く囎 爾 散黴 出 ， lit・・t」・板鞭 蜘 ソ ・ ・球 へ の 解體）等が見 鰍 る に も
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不拘 ， IflLtJ・　pt破壊 の 賦態は認 め られな い か らで あ る D こ の 事 隊 読 報 （千 島 a ・b・c ） せ る哺乳類・鳥類 を始

あ それ以 下 の 脊鮭動物 に 於 て も等 し く認 め られ る駈 で あ り， ［血液凝固 學説は こ の 點 に 關 し 形態學的に 再檢

討 されなけ れば な らない 。 次た」1管外に排出せ る血液 中 の 赤 血球ほ羅 の 臨端 に 密清 し・ 10〜20分 の 窺 時聞

に して 粘錘形 の詰締織細胞樣の 形態に伸 長變化す る 。 こ の 種の燮化は生體 内に於て 各腫器官の 表面に 濫 出

せ る赤血 球が其 の 部 に 坿着し て扁李化 ・ 融錘状化す る こ と が 置定切 片穣本 に 就 て 判斷 される の と よ く
一

致

する興抹あ る事實で ある （千鳥 ，4SC ＞。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な

　、〔B 〕 赤血 球 核 ¢ 轉位 　∫血管外 に 排出直後 の 赤血球 の 核ほ 生 きた状態で は 認 め られ な い が ， ユー2 分に し

て ， 明る い 核が 細胞 の 中央 に 現 は 九 て 來 る 。 珊 de 上 に 辞 出された 殉 h球ぷ 乾燥す る に 隨ひ ・ 閻 1，24 に

示す様に 血 球 の rcedium ．が蒸發乾燥す る方向 と反翌の 方向 へ の 核移動が 24〕秒内外 の 時閻的經過の 裡に

行は れ る 。 赤血 球が 圓陣を塗 い て 配列す る場 合に は 憐 よ闘陣の 中心 へ 集 合す る 。 核の 位 置は如斯 ・ 細胞 に

型 す る ge工化の 作 用 （こ の 場合ほ乾 燥） に よっ て そ の位置を實驗 的に 變更せ し め 得 るも ので あ る こ とは

注 匿す べ き現 象 で あ る う 靆胚 生殖腺中に あ る血 管及血 球 の 分化 に よ り形成 さ れ る性 索 原基 b細 胞 の 核が そ
　　　　　　　　　　　　　　　　 　
の 索中 心 へ 集 合 し て 居 る事 實 （千島 ・ 未發去記録 近 霹發表 豫定） と一致す る事 も興 朱深 い 問題 で あ る 。

　 〔C 〕 赤血 球 の 凝集 と破碎 （fragn／lentatid コfl） slide 　glass 上 に排出 された血 液中 の 赤 血球
「
ま血 球の 密

在せ る部分 に於て Gr 型．　 EXP 型及 L 型 放出 に よ り血 液凝固 を起 し ・ 又稍薄 い 血 液層 の 部分 に於 て は數魍

の 赤 血 球が 凝集 し， D 型放 出 に ょ の綱 胆質は放出 さ最ガ （ 1 涸 の 赤 血 球 の 面｛責に 該當す る 廣 さの 部 1立に 殆 ん

ど榎 の み となっ て ， 類 リ ソ バ 封駄に 燮牝 し た赤 O工球 　2−3 個 に よっ て 占め られ ・ こ れ等 が 多數密 在し て 贋謂

V ソ バ 球 の 集 合猷態を 示 す こ と は 屡 々 認 め られ る （置．1【　A −C ．　B．E ）c 又 往 々 赤血 球が 核論出に まり赤血 球

の 無核細胞 質が 見られ る 。 又 Slide　glass ⊥ に 排 出せ る赤 血 球渉 往 々・敷個 の 細胞 質塊 に 自ら破 1庠する 状

態が 認 め られる D こ の 細 胞質塊 は G壬emsa 氏 液に は赤血 球 の 細 胞 質 と 同樣 な染色 些を承 す もの と ， 紫染

す る部 分 と が あ る o

　 肇結　（1 ） カ エ ル ・
ヘビ ・ イ モ リ ， フ ナ 等 の 赤 血 球 は 培 養に 際 し ， 鷄 胚 と等 し 〈 ： 絲 状突 起 形威 ・ 外縁

不 監 金午糖賦， 帽子状 ， ベ ル 駄等 の 變 形過程 を經 て 球形化 O 傾 向を示 す 。 こ の過程 中赤 並L球 は 外縁の 波

弓ち邏 動を 示 し ・ 球形化赤血 球 は 最 も活撥 な 蓮 動を 示 す 。

　 （2 ＞ 赤血 球 は そ の 培養時及び塗 抹喋本 上 に 於 て 亥 の 3種 の 樣式に よ り そ の 細 胞質を放 出す る 。 　（の

赤 血 球 の 細 胞並を通 し て 小臻粒朕細胞質 の 放出 （Gr 型放 出 ）。　（b） 血 液の 血 管外排出 と同時又 は 短時 間

後に 赤血 球 が爆發的に そ の 細 胞質を放 出 し て 血 液凝固 に 饗 し て 鞏 要な役割を演 ずる （Exp 型族出〉 。 之

れは 更 に 瀰散性放出 （D 型 ） と類 リ ソ パ 球 ・ 庶 小板 ： 中性誉掲牲 白 血 球 及 單球 等を放 出す る L 型 と に 分 け

られ る 。 鯵し血 液培養に於て 1よ・ そ 謁 よ 建 較的 Cxx・7 ・ に 行 はれ る 。 （・）赤 血 球 は そ の一一
鰍 り透男攤 畑 胞

質を膨出 し ・ こ れは amoeba 状i里劃を示 し ・ Le  v 三s の
L‘Pi：］　Dcy ，tC・sisr’ Zellit：ger の 所謂

‘ ‘Potcc 舛 osis1 ’

に

似 る 放 出現 象 （Po 型敢出）を 示 す 。

　 （3 ） 血 液凝固現象 は 」1小板 の 尽壊 に 基 く も の で は な く P 主 と し て 赤血 球 の 急速 な紐胞 質放田現象に 基

因す る 。

　 （4 ）　赤 血 球 ¢ 細 胞質 放 出現象な そ の 核 と ｛ま無 匿訊系に 行は れ ， 然 も放出細 飽 質中に は 援質 の 分化凝集 に

よ り核 O 新生 の 行 は れる 可能 性が 大き い 。

　（5 ） 雰 血 球 の 細胞 質放 出現 i裂ま宍 の 諸要 因 と密接な關係を有す る。 （a＞ 赤 血 球の 環麗 變 1匕・ 就 中 ・ 血

管 よ り血 液の 排出 と こ れに よる血球の 疏勳淳止 。 〈b） thl球の 異物及室 氣 の 觸接。 （c） 赤血 球に 對 す る機 滅

的作用 ・ （の ・ hde　g1・ ・s に塗 抹せ る血 液暦嘩 薄 ・ （・：岫 液の 排出後時間蝿 過 。 （i：） 血 球 の 雕 に 液

軆 med 三um （血 溝等 ） 〔つ 存在 。 　 　 　 　 　 　 　 　
』

　（6 ）　オ タ マ ジ ヤ ク シ の 尾部切斷に よる出 血 部の 赤血 球ほ極 め て 短 時間内 に 切 黙 部 に 密 瀞 紡錘形に 變

形す る 。 又 赤血 球 の 核は slide 　9］ass 上 に於て 乾燥の 進行方向と反羇側へ 轉位す る こ ヒが ある 。

交献 天 野醵 鳩 血 液學 の 基 礎 cm 京〉 ； 千 島喜 久 男
・48 ・・科擧．18・ 3 ；一

・48b 畜琵 の 硯究．　z　7；
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                                      R6sum-  -

    Relatjon bet"reen  the  Behayiour o[,the  Bloot] Cc]ls and  the  FormaSion  o[  the Leuco-

   cytes  in Soi'ne offLower  Vertebrates in vitro  ancl  o:-] Blood, S,mear Prepar.atiens.

                  KIKUO  CHISHIMA  (Dept. tXgr.  of  Gi[u Univ.)

  (/ l)  The  er}tl]recytes  in freg, tadPe:,e,  nc"'tT  snake  and  crucian  shDw  the  feHos-･ing b2ha-

     
'"iours,

 iii scottered  port'io"s of  the culturcd  bloocl cel[si  such  as  the  formatior  of'cili-jrr}-

     llngeJluTn-er pseudopodium-like  prccesscs-  aud  they  chaiige  their for}ns  inte irregular out]ine.

     sug;y-J:lum-shape,bel]-shaPe  er  constrict'ed  iorms.  and  et last tbey transtorm  into spherical

      crythroc}tes  (spherec}'tes>. 

･'

      Through  tT',ese trai']sforming  prucesses  t']ib eryt}]roc]'tes  sliew  the  :eT]tii]uous  rh}lhmic,

     ur,dv13tlng  rt oveine"t  ef  their  ce]1-sutfac?  and  sometirnes  the  nuclear-surface  a;so  exhl--

     bits such  a moveme"t.

 < z, ) Erythrf:c}{es extrudo  !heji cytoPlasrn  to tl'ie',r tK['?riDT  duriiig the cuiture  or  ot) the  bloo,ti

     sme!r  pTepar4tion  iTi the  fo]kJ"'ing four  m･iuo?is.  That  is (a) Gradual  eNtrusion  oE c}r-

     toplzsni,  comtaiT]ing  ininute  gfanules,  threugh  theLr cel:  wa:ls  ii) vitro.  (b) Exp]:sive
    extru.sion  of  rytpplasmimmediately  aft/r  lhe  blc)od haVe  Poured  out  froin the  blood
.1
    vesseL  This  type  ot  extrusion  has  close  c]nntctlcn  witth  tlne bQod  coagulation.  (c) The

     dm?reTitibtioTi [,f  extri.ided  c}-tePlasm  Snte smal]  lymPhocytuid  cel]$,  bEood platelets, reintr"
                             e t t
     {.)phLlic  ]eLcccyrEi  c]r  mon['cyt'es  actorcli[-.}g  to the csrcumStmTic:--s  of  extruded  cyteplashi  ot

    age  ef, er}thro-c}tccL,  (d) Frem  ¢ ertais') nrea  of  difierenti,ating e[:"t],]r]ci:tes  surtace  pr-

    otr:dF,s  a  thin, -clenr T:ei]-:ike
 c]'tePl[-,sm,  "'hich  exhibits  i/he an]oeboid  rnovement･(undnlqt.

    ing  Tnc･mb[a"e  t}'pf･),.This type  ot  extvusien  clos:']}' [esembles  to tlie "pi
 iocytosis,  f <descr-

    ited bv Le"'is)and thf･ t"poto:ytcsis''  (describocl by Zellb'!ger>.

 c 3 ) [[he  bJood  ccngulztioTi  takes  plnce chietly  b}- cytoP]asm-eNttusiBn  of  erythrocytes  

'but
 it

    is i-ot  due tc the  dgstrLction of thremocytes  as  it 1ias been  be]ieved,

 (4> C}-tcF][･sm-ext'rusie:L' oic d{fferentiatiE/g erythroc]r-tes  scemssfito  haVe tLo  direct relation

    to lbEir nvc]c･i.  yet･  it is rnost  Probabla  that  the nuclei  ofi61oocl  p'Iatelets ai]d  leucoc}rtes                                                             '

    ?.rise  r･e"ly  by tl:e d:'{lerentintE'on and  coti[Iensation  of  nuclcar  substa'itces  contained  i:-i

    the  extrudcd  cyteplusrn,

 (s) 
']]lte

 
"c}-top]asnL--extrvsion

 of  tiifEerenti'atin{-', erythre:yto''  has ciose  connectior]  u'lth  the

    fcj]o"'ii]g fs- cters,  (a) cbange  el  ea]viro]im･:'rLt:,l  couditioii  of  bJ,oDd cegs,  i, e.,  the'

    stcp  c･l bk･ocl cuTreT)t  imcluced by pL)uriiig o"t  t/']e b!ood lvDrn the bleej vessel,  (b> con-

    t[ct of  erythrocyes  to  foreig]/i sL]bstamces  such  as  air,  fl:id mediuni,  or  $lideg]ass,  etc,,

     rc> n,cch:ric]!  actio]'i :-･gajTist  the erythrocyte.  (d) thi･:kiidss of  blsed la}rer srneated  on

    s]ide  glass. (Ie> tl'nte elapsed  after  the  blood pouTecl out  from  blt)od vessel.

(6)' ErFlbroc)-tes  [ften  change  thpir  fortns and  positjons  Df  iiuclei  in a  faw minutes  aftei

.
 thc.v  is'ere  sm?:ied  oTi  s]ide  glass.

1

.

.t

-
i

'

'
t '.t

'

,


